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調査結果要約

本調査は、「国産ミツロウ配合バーム」の使用感および使用後の皮膚状態の
変化について、実際に製品を使用したモニター参加者４３名を対象にアンケー
ト調査を実施し、今後の商品開発および販売促進施策の検討資料として活用す
ることを目的として実施した。

使用前後の評価項目については、平均値および中央値により評価傾向を把握
するとともに、変化量（改善量）を算出し、ウィルコクソン符号付順位検定を
用いて統計的有意性の検証を行った。一方、製品選択時に重視される要素につ
いては、各項目の選択率および回答分布に基づく傾向分析を実施した。

その結果、保湿感および肌なじみに関する評価項目において相対的に高い改
善傾向が認められ、製品の使用による皮膚状態のポジティブな変化が示唆され
た。また、製品選択時の重視要素としては、価格および保湿力が上位に位置し
ており、購買判断における主要因であることが明らかとなった。

これらの結果から、本製品は日常的な保湿ケアにおいて一定の有用性を有す
る可能性が示されるとともに、今後の商品開発および販促施策においては、保
湿機能の訴求および価格価値の明確化が重要な戦略要素となることが示唆され
た。
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国産ミツロウ配合バーム
使用感および製品効果に関する調査報告書

監修総括：九州大学名誉教授 野本 亀久雄（医学博士）
実施団体：特定非営利活動法人（ＮＰＯ）日々黎明塾

はじめに

本報告書は、「国産ミツロウ配合バーム」の使用感および製品効果について、
実際の使用体験に基づくモニター調査結果を体系的に整理・分析したものです。

本調査では、保湿感、肌なじみ、使用性および総合満足度といった主要評価項
目について、使用前と２週間使用後の変化を中心に定量的な評価を行いました。
あわせて、製品選択時に重視される要素や推奨意向の傾向を把握することで、製
品の市場適合性および今後の改良・販促施策への示唆を得ることを目的としてい
ます。

対象製品には、国産ミツロウをはじめ、ホホバ種子油、コメヌカ油、ツバキ種
子油、シア脂、テリハボク種子油、ゲットウ葉エキスなどの植物由来成分を配合
し、香り成分としてローズマリー葉油、ラベンダー油、ニオイテンジクアオイ油
を使用しています。

モニター参加者には、２週間の試用期間中、任意のタイミングで適量を皮膚に
塗布していただき、使用後にアンケート形式による評価を実施しました。得られ
たデータについては、平均値・中央値・肯定的評価割合の算出に加え、使用前後
の変化量および統計的有意性の検証を行い、客観性の高い分析結果として整理し
ています。

本報告書が、本製品の特長および市場価値の理解を深め、今後の商品開発なら
びに販売促進活動の検討において有益な資料となることを期待します。

   ＮＰＯ法人日々黎明塾
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Ⅰ.調査概要

１.調査目的：

本調査は、「国産ミツロウ配合バーム」の使用感および使用後の変化について、

実際に商品を使用したモニター参加者を対象にアンケート調査を実施し、今後の

商品開発および販売促進施策の検討資料として活用することを目的として実施した。

２.製品概要：

・商品名：「国産ミツロウ配合バーム」

・主な配合成分：

ホホバ種子油、コメヌカ油、ツバキ種子油、ミツロウ、

シア脂、テリハボク種子油、ゲットウ葉エキス、

ローズマリー葉油、ラベンダー油、ニオイテンジクアオイ油

３.調査対象

モニター参加者男女４３名（男性：４名、女性：３９名）

４.使用方法

任意のタイミングで、皮膚に適量を塗布

５.試用期間

令和７年９月から令和７年１０月（２週間）

６.調査項目

・使用前後の変化（乾燥度・使用感）の比較分析

・項目別使用感評価（５段階評価・満足度・推奨意向）の集計

・製品選択時に重視される要素の傾向分析

７.分析方法

・平均値および中央値による評価傾向の把握

・使用前後の変化量（改善量）の算出

・ウィルコクソン符号付順位検定による有意差検証

・肯定的評価割合（評価４・５）の算出による満足度分析

  注):未使用部位については「０」として集計した。
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図1．使用前後における部位別乾燥度の推移：【（１）～（５）／（ｎ＝４３）】 

かかと部位では全項目の中でも
比較的大きなスコア上昇が確認
された。統計的検定の結果、有
意な改善が認められ（p＜0.01）、
角質の厚い部位に対しても本製
品の高い保湿効果が示された。

（１）手指 （２）ひじ （３）ひざ

（４）かかと （５）その他

平均スコア：１．５→２．０
有意差：５％

平均スコア：１．２→１．６
有意差：５％

平均スコア：１．２→２．０
有意差：１％

平均スコア：０．７→１．１
有意差：５％

平均スコア：１．８→２．６
有意差：１％ 

ひじ部位においても、使用後の
平均スコアは使用前より上昇し
た。統計解析の結果、有意差が
認められ（p＜0.05）、継続使用
による保湿状態の改善傾向が確
認された。

手指の乾燥度は使用前と比較し
て明確な上昇が認められた。統
計的に有意な差が確認され、本
製品が手指部位に対して高い保
湿改善効果を有することが示唆
された。

ひざ部位では使用後に平均値の上
昇が見られ、乾燥状態の改善が確
認された。Wilcoxon符号付順位検
定により有意差が認められ（p＜
0.05）、一定の保湿効果が示唆さ
れた。

その他部位においても使用後
の平均値は上昇し、軽度なが
ら乾燥改善傾向が確認された
。統計的にも有意差が認めら
れ（p＜0.05）、幅広い部位へ
の適用可能性が示唆された。

注）
※平均値は５段階評価による乾燥度スコアの平均値を示す。

１.部位別乾燥度推移の統計分析の結果



-５-

図２．使用前後の変化（乾燥度・使用感）
製品使用前、使用２週間後の評価合計点（ｎ＝４３） 

モニター参加者４３名の使用前後評価合計点：２７３→４０１

注）統計解析はWilcoxon符号付順位検定を使用し、有意水準５％で判定した。

手指

ひじ

かかと

ひざ

その他



注）平均変化量 = 使用2週間後平均値 − 使用前平均値
P値はWilcoxon符号付順位検定により算出した。

図３．部位別改善量比較および統計的有意差検定

表１. 評価部位別 集計表（使用前後平均値、P値、有意差マーク）

評価部位 使用前 平均値 使用2週間後 平均値 平均改善量 P値 有意差マーク 判定

手指 1.8 2.6 +0.8 0.01 ** 有意差あり

ひじ 1.5 2 +0.6 0.05 * 有意差あり

ひざ 1.2 1.6 +0.4 0.05 * 有意差あり

かかと 1.2 2 +0.8 0.01 ** 有意差あり

その他 0.7 1.1 +0.3 0.05 * 有意差あり

図３：部位別改善量比較および統計的有意差検定

本解析では、使用前後の平均値比較、改善量の算出およびWilcoxon符号付順位検定に
よる有意差評価を実施した。その結果、全評価部位において平均値の上昇および改善
量の正の値が確認され、統計的にも有意な差が認められた５％（p < 0.05）。特に手
指およびかかとにおいて顕著な改善傾向が示され、本製品の乾燥度低減効果および保
湿性能の有効性が示唆された。
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２.項目別使用感評価

図４. 項目別５段階評価の平均値

図４：項目別５段階評価の平均値

「肌なじみ」および「保湿感」はいずれも平均値3.7以上と最も高い水準を示し、本製品
の保湿性能および塗布後の使用快適性が定量的に確認された。

また、「使用感」および「多用途性」についても中立評価ライン（3.0）を上回る評価が
得られており、日常的な保湿ケア製品としての実用性の高さが示唆された。

一方、「携帯性」は他項目と比較して相対的に低い平均値を示しており、容器形状およ
びサイズ設計の観点において、今後の改善余地が示された。

注）本図は、各評価項目における5段階評価の平均値を示したものである。
破線は中立評価ライン（3.0）を示す。

（3.0）
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評価項目 平均値 高評価率（4・5）

香りの質 3.1 ■35%

香りの強さ 2.9 □33%

使用感 3.5 □47%

保湿感 3.7 ■60%

肌なじみ 3.8 ■60%

使いやすさ 3.1 □33%

多用途性 3.6 □49%

携帯性 2.7 ■16%

総合満足度 3.4 □47%

今後も使用したい 3.2 ■28%

他人に進めたい 3.3 □33%

表２. 項目別５段階評価の平均値および評価割合

注）高評価率は５段階評価において「４・５」と回答した割合を示す。
色分けは評価傾向の視認性向上を目的とし、５０％以上を高評価、２９％以下を
改善検討項目として表示した。

表２：項目別５段階評価の平均値および評価割合

「保湿感」および「肌なじみ」は平均値がそれぞれ３．７および３．８と最も高く、高評
価率も両項目とも６０％に達しており、使用後の保湿効果および皮膚へのなじみやすさに
対する高い満足度が定量的に確認された。

「多用途性」および「使用感」についても平均値が３．５以上を示しており、日常使用に
おける実用性および使用時の快適性が一定水準以上であることが示唆される。

一方、「携帯性」および「今後も使用したい」は高評価率がそれぞれ１６％および２８％
と相対的に低く、利便性および継続使用意向の観点において、製品設計およびパッケージ
改善による付加価値向上の余地が示された。
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３.製品選択時の重視ポイント（購買要因分析）

図５. 保湿アイテム選択時に重視するポイント（選択率）

図５：保湿アイテム選択時に重視するポイント

保湿アイテム選択時においては、「価格（８１％）」および「保湿力（７４％）」が最も
重視されており、コストパフォーマンスが購買判断の中心であることが明らかとなった。
また、「香り（４９％）」や「手触り（３０％）」といった使用感に関する項目も一定の
支持を集めており、機能性を前提としたうえでの情緒的価値が選択に影響していると考え
られる。

項目 合計 選択率 順位

価格 35 81% 1位

保湿力 32 74% 2位

香り 21 49% 3位

手触り 13 30% 4位

天然由来成分 12 28% 5位

持ち運びやすい 6 14% 6位

敏感肌対応 5 12% 7位

その他 4 9% 8位

表３. 項目別５段階評価の平均値
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Ⅱ. 結果

Ⅲ．結論

本調査では、実際に製品を使用したモニター参加者４３名を対象に、「国産ミ
ツロウ配合バーム」の使用感および２週間使用後の皮膚状態の変化について評価
を実施した。

その結果、各部位において乾燥度および使用感の指標に一貫した改善傾向が認
められた。特に手指、ひじ、かかとでは改善量が大きく、統計的検定により有意
な差が確認された。
項目別評価では、保湿感および肌なじみの評価が相対的に高く、本製品の機能

的特性としての優位性が示唆された。
一方で、携帯性および香りの強さについては評価のばらつきが見られ、今後の

改良余地が示された。
また、製品選択時に重視される要素として、価格および保湿力の重要性が高い

ことが明らかとなった。

以上の結果から、本製品は実使用環境下において一定の有効性および満足度を
有する製品であると評価される。
今後は、試用期間の延長および対象者層の拡大による継続的な検証を通じて、

さらなる信頼性の向上が期待される。

１.解析対象
本調査の解析対象は、国産ミツロウ配合バームを２週間使用したモニター
参加者４３名（男性４名、女性３９名）から得られた、使用前後の乾燥度
評価、項目別5段階評価、および製品選択時の重視ポイントに関する回答
データとした。

２. 解析結果
本調査において、国産ミツロウ配合バームの２週間使用後、全評価部位で
使用前と比較した平均値の上昇が確認された。特に手指およびかかとでは
平均改善量が大きく、ウィルコクソン符号付順位検定の結果、すべての評
価部位において有意水準５％（p < 0.05）で統計的に有意な乾燥改善効果が
認められた。

項目別使用評価では、保湿感および肌なじみが高い評価傾向を示し、平均値
および肯定的評価割合の両面で相対的に高水準を維持した。一方、携帯性
および香りの強さについては評価のばらつきが見られ、使用環境や個人嗜好
の影響が示唆された。

また、重視ポイント分析の結果、価格および保湿力が最も重要な選択要因
として抽出され、本製品の主要な訴求特性が消費者ニーズと概ね整合して
いることが確認された。
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